
 

岳 風 
＜ 学 校 教 育 目 標 ＞ 

・生活の向上に役立つ学力を身につけよう 

・人と自然を思いやる心を持とう 

・強い身体と正しい心で結び合おう 
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地域活性化に向けて！ 

校長 成 瀬 剛 慈 

先日、第６１回北海道社会教育研究会・留萌大会のオンライン開

催に参加してきました。大会の特別講演では広島県大竹市玖波町の

公民館職員 河内ひとみ氏の取組をお聞きすることができました。

玖波町は人口4,000人という弟子屈町よりやや小さな町で、近年は

高齢化に伴う、独居高齢者と空き家の増加傾向が続き、少子化も進

むという全国で多くの自治体が抱えるのと同じ状況。河内氏が赴任

した当時の公民館自主事業は、前年踏襲の活気に欠けるものだった

ようです。ご講演では、そのような状態だった玖波公民館が、どの

ようにしてめざましい変貌をとげていったのかということが語られ

ました。玖波公民館は、平成２７年には第６７回優良公民館表彰で

最優秀館を受賞し、日本一の公民館となり現在も活動を続けている

とのことでした。取組内容の詳細については、ここではご紹介しき

れませんが、ご講演内容からエッセンスを取り上げます。 

①現場主義、地域目線の重視 

各事業を行政主導でなく、地域住民が主体となって企画し、

それをボランティアスタッフがサポートするという方式を採用

しているため、活動を通し互いの仲間意識が芽生え、地域のつ

ながりが強固になっていく。 

⇒事業の企画から住民を巻き込み、「４割準備」「６割本番で

創る」とすることで、完成していない部分を、自分が何とか

しなければならないという、活動したい気にさせ、自分ごと

として受け止めてもらう。 

②多世代交流 

どの企画にも必ず「シニア」、「若者」、「子ども」が参加でき

るようにし、いろいろな世代が共に 1 つの事業に参加すること

で、地域住民のつながりを横の世代だけでなく、縦の世代にも

広げる仕掛けをつくる。 

⇒たくさんの違う世代が関わることで、予期できない相乗効

果が生まれ、化学反応が起きることを期待する。 

③結果をすぐに求めない事業戦略 

１回の事業で成否をすぐに判断するのではなく、継続して行

い、その中で起こる失敗や成功を積み上げていく。イベントを

行うことを目的とするのではなく、ビジョンである『自分たち

の町を良くすること！』がぶれないように活動を継続する。 

⇒活動内容が必ずしも完成品でなくても良いので、事業後の

評価・改善に重きを置くようにする。 

玖波公民館の取組では、「若者が参加することで、違う角度のア

イデアが出てきた」「世代を超えて交流することで、新しい地域コ

ミュニティができた」という効果が生まれ、活動を通し「地域の新

しい担い手が育つ」「ふるさとを愛する心が芽生える」ことが期待できる、とのことでした。 

弟子屈町の未来像を描き、その担い手となる若者を育てる中学校としては、非常に参考になるお話しでした。  

 

弟子屈界隈④ 

先月、北陽高校吹奏楽局の「弟子屈演奏会」がありました。弟子屈小中高生の吹奏楽部生徒が、各パート練習を北陽高校

の生徒と一緒に行い、合同演奏をする貴重な機会を得ることができました。北陽高校の顧問の先生も「弟子屈の児童生徒の

皆さんと交流する活動を通し、北陽高校吹奏楽局員が自分たちの演奏の価値について振り返ることができた」ととても喜ん

でくれました。演奏会当日は、悪天候にもかかわらず、多くの町民の方々にご覧いただくことができました。このような交

流を通して、地域の活性化のみならず、弟子屈小中高の連携を深めていきたいと思います。 

 



＜全国学力・学習状況調査から＞ 

今年度の全国学力・学習状況調査の結果が出て、個人票を

配付しました。本校でも、結果を分析し、今後の授業改善に

役立ててまいります（○：成果 ●：今後の課題） 

 

【国語】 

○「漢字の読み書き」、「慣用句の意味を答える」問題につ

いて、正答率が高い。 

●「行書の特徴に関する設問」の正答率が低い。 

● 記述式の設問において無回答が多い。 

【数学】 

○「知識・技能に関する問題」について、半数以上の正答

率がある。 

●「思考・判断・表現に関する問題」について、正答率が

低い。 

● 関数領域について、正答率が低い。 

【理科】 

○「記号で答える問題」や「知識を問われる問題」では、

無回答がない。 

● 知識の定着に課題がある。 

●「考察に関する問題」や「記述式の問題」について、無

回答が多い。 

【質問紙】 

○ 基本的生活習慣はある程度身についている。 

○ 自己肯定感が高い。 

○「いじめはどんな理由があってもいけないことだと思

う」という質問の肯定的な回答が高い。 

● ゲームや動画視聴時間が長い。 

●「土日の家庭学習が 30 分未満、全くしない」という生徒

が 43.2% 

●「ほとんど読書をしない」という生徒が 67.6%、「1 時間

以上読書をする」という生徒が 21.6%と二極化が激しい。 

【課題改善に向けて】 

□  学習について 

・全教科で、「自分の考えをもったり、表現したりする学習

活動」を行う。 

・全教科で、「課題解決的な学習活動」を積極的に行う。 

・放課後自主学習を継続する。 

・長期休業中の学習会を実施する。 

□  家庭学習について 

・家庭学習ボックスを設置し、提出を促す。 

・家庭学習に対して、担任や教科担任がコメントを記述し、

学習意欲の喚起を促す。 

□  読書について 

・図書の貸し出しや図書コーナーの整備を継続する。 

・町図書館と連携し、月 1 回図書を借りて各学級に置く活

動を継続する。 

・学習委員会から提案された朝読書活動を継続する。 

・図書の購入について、希望調査を行う。 

 

＜勉強の秋・読書の秋＞ 

「全国学力・学習状況調査から」でも述べていますが、

学習への取り組みについて紹介します。 

 

１．家庭学習ボックスの設置 

メモリアルホールに、家庭学

習ノートを提出するための「家

庭学習ボックス」を設置してい

ます。登校してきたら、取り組

んだ家庭学習ノートを教科毎に提出することができるよ

うになっています。担任や教科担任が確認し、コメント

を記入するなどして、返却しています。 

２．放課後自主学習の実施 

1 学期後半から、放課後、下

校バス時刻までの時間にハンノ

キモールで自主学習ができるよ

うにしています。毎日、3年生

を中心に積極的に学習に取り組んでいます。学習プリン

トや過去の学力テストの問題も準備してありますので、

是非、活用してください。 

３．図書コーナーの整備 

夏休み中に図書ボランティ

アの方のご協力で、図書コー

ナーを整備しました。新刊図

書も入ってきて、学習委員会

が中心となり、整理を進めています。 

朝読書活動や家庭での読書の際に本を借りる、昼休

みに読書をするなど、本に親しみやすい環境を整備し

ています。 

 

＜生徒会役員選挙＞ 

10 月 13 日（木）に、生徒会役員選挙があり、新しい会

役員が選出されました。10 月 21 日（金）には、認証式も

行われました。生徒会活動では、3 年生からの世代交代とな

り、1・2 年生が中心となって、活動を進めます。 

新生徒会役員のみなさんは、先輩方が築いてきた伝統を

継承し、よりよい弟子屈中学校目指して、リーダーシップ

を発揮してくれることでしょう。 

生徒会長：八幡 晴輝さん（2A） 

副 会 長：阿部 優那さん（2B） 

副 会 長：鈴木 哲平さん（1A） 

書 記：丸田 蓮翔さん（1A） 

会 計：木村 柊太さん（1A） 

監査委員：江畑 光晟さん（2A） 

 


